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研究へのいざない

北海学園大学大学院経営学研究科で研究を志す皆様へ

　北海学園大学大学院経営学研究科は2000年（平成12年）に修士課程が、そして2002年（平成14年）

には博士（後期）課程がスタートしました。21世紀を迎えた今日、少子高齢化という言葉に象徴

されるように、日本の社会は若年者中心で人口増が続く構造から、高齢者中心で人口は減少して

行く構造への大きな構造変化の過程にあります。このことは一面マイナスに見えますが、プラス

のチャンスでもあります。それは、これが従来の量的拡大ないし膨張から、質的拡大、すなわち

成熟への変容でもあるからです。このような変動の中にあって、企業をはじめ様々な組織もまた、

これに適応できる構造への変革が急務となっており、その方向性、方法論を探究する学問基盤で

ある経営学に対する期待がますます大きくなっております。そして、それを担う人材、すなわち

経営学の諸分野において既存原理の応用と新しい原理の探究を行い得る高度な研究能力を有する

実践的研究者及び高度職業人の育成が強く求められています。

　本研究科は、社会の一線で活躍している社会人の方々の修士号・博士号取得に力点を置き、履

修方法についても在職しながら講義・演習を受講できるよう「教育方法の特例」を実施し、修業

年限の全期間を通じ夜間及び土曜日の履修で修了が可能となっています。また、2012（平成24）

年度入学より導入された「長期履修制度」は、仕事と学業との両立をはかり、単年度の経済的負

担も軽減することが出来るようになっています。さらに、地下鉄駅直結という交通の利便性に加え、

最新鋭のマルチメディア、ネットワーク環境を備えた施設、研究指導教授の増員など、社会に開

かれた大学院研究科としての教育研究体制が一段と充実してまいりました。修士・博士両課程の

一貫した教育研究体制により、我々の暮らしの場である北海道経済の自律化活性化に資する優れ

た人材を育成することが本研究科の社会的使命であり責任であると考えています。

　大学院では、明確な研究意識と強い探究心、専門的素養と持続的努力が必要となります。本研

究科を志望される方の多くは、社会人として多忙な時間を過ごしておられ、学究の道は決して平

坦ではないでしょうが、実践的問題意識を基礎に修士論文や博士論文を観戦させることによって

修士（経営学）。博士（経営学）の学位を取得するという高い目標に向かって挑戦されることを強

く期待しております。



アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

　社会・経済・文化においてグローバリゼーションが進行する今日、企業など組織を取り巻く環境は著しく変化し

ています。こうした中、経営学研究科は、これからの時代が求める広い領域の知識や技術と関心をあわせ持った

「新しい専門家」や「高度の研究者」を育成することを目的としています。特に、社会人にとっては自らの職業から

得られる経験を生かしながら、その経験をさらに充実・深化させ、さらには大きく飛躍するために、本大学院で学

ぶことは有意義となるでしょう。こうした目的および認識から、本研究科では経営学専攻の修士課程・博士（後期）

課程を設け、以下のような人を求めています。

・組織に生起する経営現象について、組織経営、組織情報、組織心理の側面からその原理を探求しようと

する強い熱意を持つ人。

・組織経営、組織情報、組織心理の研究成果を総合し融合することで、組織に生起する経営現象の解明を

志す人。

・職場で生起する課題を常に強く意識し、その解決に向けて果敢に取り組もうとする人。

　経営学研究科は、専門的な学術の理論を教授し、専攻分野における研究能力を養い、21世紀の国際社会及び

地域経済社会に貢献する学識豊かな実践的研究者及び高度職業人の育成を目的としています。

　修士課程においては、講義・演習・修士論文の作成の３つの柱から、カリキュラムを構成しています。講義科目

は、組織経営、組織情報、組織心理の３つに大別されます。２単位の講義科目をいかに組み合わせるかによって、

８つの講義科目履修モデルが提示されており、履修のためのガイドラインとなっています。修士課程での演習では、

指導教授によって２年間継続的に指導がなされ、修士論文の作成を目指すことになります。中間報告会を実施して、

論文の完成度を高めています。

　博士（後期）課程においては、特殊研究による指導教授の講義と博士論文の作成が主に行われます。指導教

授による論文作成のための指導は３年間継続して行われます。博士（後期）課程においても中間報告会を実施して、

論文の完成度を高めています。また、修士課程・博士（後期）課程いずれにおいても、院生のほとんどは社会人

のため夜間・土曜日の開講を積極的に推し進めています。

　修士課程においては、所定の修業年限および修得単位を満たし、修士論文審査に合格した者に対し修士（経営学）

の学位を授与します。修士の学位を授与された者は、課題を探求し、解決する能力を備えた実践的研究者及び高

度職業人として、社会の各分野で活躍しうる人材と認められたことになります。

　博士（後期）課程においては、所定の修業年限および修得単位を満たし、博士論文審査に合格した者に対し博

士（経営学）の学位を授与します。博士の学位を授与された者は、既存原理への問題提起や新原理の探求を行い

うる高度な研究能力を有し、学識豊かな実践的研究者及び指導的な高度職業人として、広く社会および学会に貢

献しうる人材と認められたことになります。博士論文提出後は公開の報告会を義務付けるとともに広く研究成果を

公開しています。







１．募　集　人　員	

　研　究　科　 修 士 課 程 定　員

経営学研究科 経 営 学 専 攻 ＊７名

　　　＊　学内推薦選抜、社会人特例選抜を含む

２．出　願　資　格	

［一般選抜］［学内推薦選抜］注１

　　⑴　大学を卒業した者及び２０26年３月卒業見込みの者

　　⑵　外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０26年３月３１日までに修了見込みの者注２

　　⑶　文部科学大臣の指定した者

　　⑷　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上で文部科学大臣が定める基準を満たすもの）を修了した者及

　　　　び２０26年３月３１日までに修了見込みの者

　　⑸　その他本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　　注１）大学院経営学研究科（以下、研究科）では、北海学園大学経営学部に所属し、以下の要件をすべて満

　　　　たす学生（外国人留学生を含む）で、十分な研究能力を持つと研究科委員会が判断した場合、研究科修

　　　　士課程への推薦入学を認めることができる。

　　　　要件

　　　　⑴　出願時に本学に３年以上在学していること

　　　　⑵　学業成績が非常に優秀であること（出願前に経営学部事務室に必ず確認すること）

　　　　⑶　研究科の指導担当予定教授１名の推薦があること（ただし、学部における演習の履修は前提としな

　　　　　い）

　　　　ただし、大学を卒業できない場合、入学を許可しない。

　　注２）大学教育修了までの学校教育の課程が初等教育から通算して１６年に満たない国において大学教育を修

　　　　了した者は、日本国内または国外の大学もしくは国立大学共同利用機関等これに準ずる研究機関の研究

　　　　生、研究員等として相当期間（１年以上）研究に従事した場合には、在籍した期間が加算され、入学資

　　　　格の要件を満たすことになります。

［社会人特例選抜］注１

　　２０26年４月において定まった職業（正社員）を有する者（自営業従事者を含む）又は定年退職者・主婦・そ

　の他豊富な社会経験を有する者注２で、下記の⑴～⑸のいずれかに該当する者

　　⑴　大学を卒業した者及び２０26年３月卒業見込みの者

　　⑵　外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０26年３月３１日までに修了見込みの者注３

　　⑶　文部科学大臣の指定した者

　　⑷　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上で文部科学大臣が定める基準を満たすもの）を修了した者及

　　　　び２０26年３月３１日までに修了見込みの者

　　⑸　その他本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者注４

　　注１）職業を有している等の理由により、長期履修（３年）による教育課程を希望する場合、入学願書の所

　　　　定欄に記載のこと。

選 抜 要 項
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　　注２）出願資格の有無についての問い合わせは、出願する前に経営学部事務室までお願いいたします。

　　注３）大学教育修了までの学校教育の課程が初等教育から通算して１６年に満たない国において大学教育を修

　　　　了した者は、日本国内または国外の大学もしくは国立大学共同利用機関等これに準ずる研究機関の研究

　　　　生、研究員等として相当期間（１年以上）研究に従事した場合には、在籍した期間が加算され、入学資

　　　　格の要件を満たすことになります。

　　注４）⑸による志願者は、願書を受理する前に個別の出願資格審査を行いますので、出願前にあらかじめ経

　　　　営学研究科に照会し、以下の書類を提出してください。

　　　　　なお、本審査の対象者は、看護師・保健師・助産師の実務経験が３年以上ある者で、ａ）看護系の３

　　　　年課程の短期大学を卒業して看護師免許を有する者、ｂ）保健師助産師看護師学校養成所指定規則第４

　　　　条第１項に基づく３年課程の看護師学校養成所を卒業して看護師免許を有する者、のうちいずれかに該

　　　　当する者とします。

　　　　　①出願資格審査申請書（本研究科所定用紙）

　　　　　②最終学校の卒業証明書、成績証明書

　　　　　③看護師免許証

３．出　願　期　間

　　 受 付 開 始 日 受 付 締 切 日

第 Ⅰ 期 募 集
（学内推薦選抜・一般選抜・社会人特例選抜） ２０25年８月22日（金） ２０25年９月８日（月）

第 Ⅱ 期 募 集
（一般選抜・社会人特例選抜） ２０26年１月８日（木） ２０26年１月15日（木）

　　　窓口受付時間　平日　午前９時から午後４時まで（午後０時４０分～午後１時４０分は除く）

	 　　　　　　土曜　午前９時から正午まで

　　　＊郵送出願の場合は、「書留」とし、受付締切日まで到着するよう郵送すること。

　　　

４．出　願　書　類

［一般選抜］［学内推薦選抜］

　　出願者は、次の書類を一括し、次項５の要領で入学検定料を振り込みの上、提出すること。

　　⑴	 入 学 願 書（本学所定の用紙）

　　⑵	 受　験　票（本学所定の用紙）

　　⑶　志望理由書（本学所定の用紙または本学所定のExcelファイル）

　　⑷　研究計画書（本学所定の用紙または本学所定のExcelファイル）

　　⑸　卒業証明書または卒業見込証明書

　　⑹　最終出身学校の成績証明書

　　⑺　指導担当予定教員の推薦書（学内推薦選抜のみ）

　　⑻　北海学園大学大学院　授業料減額申請書（本学在学生・卒業生のみ）

　　⑼　写真２枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの縦３ｃｍ×横３ｃｍ）

　　⑽　受験票送付用封筒（440円分の切手を貼付したもの）

　　※　出願手続について以下の事項に注意すること。

　　　〈一般選抜〉

　　　イ　「演習指導希望教員名」欄には入学後の指導教員の第１、第２希望者名を記入すること。なお、研究

　　　　計画書の作成にあたっては、事前指導を行うので、出願する前に窓口（経営学部事務室問い合せ先ＴＥ

　　　　Ｌ０１１－８４１－１１６１㈹内線２４０１）に申し出ること。最終的に、入学後の指導教員については、入学時に指
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　　　　導体制を勘案し、調整して決定する。

　　　ロ　志望理由書に「志望の理由」を具体的に記入すること。

　　　〈学内推薦選抜〉

　　　イ　「演習指導希望教員名」欄には入学後の指導担当予定教員１名のみ記入すること。

　　　ロ　志望理由書に「志望の理由」を具体的に記入すること。

　　外国人留学生選抜の場合

　　　⑴	 入 学 願 書 	（本学所定の用紙）	２枚

　　　⑵	 受　験　票	（本学所定の用紙）

　　　⑶　研究計画書（本学所定の用紙）

　　　⑷　最終出身学校の卒業証明書（及びある場合は学位記の写し）

　　　⑸　最終出身学校の成績証明書

　　　⑹　最終出身学校または所属機関の推薦書

　　　⑺	 写 真 ２ 枚 	（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの縦３ｃｍ×横３ｃｍ）

　　　⑻　受験票送付用封筒（440円分の切手を貼付したもの）

　　　⑼　在留カードの写し（両面）

　　　※１　証明書については原本とするが、本学研究生出願時に提出している場合コピーしたものでよい。

　　　※２　推薦書が日本語以外の言語で記されているものについては、日本語の訳文を添付すること。

［社会人特例選抜］

　　⑴	 入 学 願 書（本学所定の用紙）

　　⑵	 受　験　票（本学所定の用紙）

　　⑶　志望理由書（本学所定の用紙）

　　⑷　研究計画書（本学所定の用紙）

　　⑸　卒業証明書または卒業見込証明書

　　⑹　最終出身学校の成績証明書

　　⑺	 写 真 ２ 枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの縦３ｃｍ×横３ｃｍ）

　　⑻　受験票送付用封筒（440円分の切手を貼付したもの）

　　⑼　指導希望教員の推薦書

　　※出願書類について以下の事項に注意すること

　　　イ　「研究計画書」の作成にあたっては、事前指導を行うので、出願する前に必ず窓口（経営学部事務室問

　　　　い合せ先TEL０１１－８４１－１１６１㈹内線２４０１）に申し出ること。最終的に、入学後の指導教員については、

　　　　入学時に指導体制を勘案し、調整して決定する。

　　　ロ　志望理由書は、具体的に記入すること。

　　　ハ　研究計画書は、修業年限（標準修業年限２年、長期履修３年）に対応した研究計画を記載すること。

　　外国人の場合

　　　⑴　入 学 願 書（本学所定の用紙）２枚

　　　⑵　受　験　票（本学所定の用紙）

　　　⑶　研究計画書（本学所定の用紙）

　　　⑷　最終出身学校の卒業証明書（及びある場合は学位記の写し）

　　　⑸　最終出身学校の成績証明書

　　　⑹　最終出身学校または所属機関の推薦書

　　　⑺　写 真 ２ 枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの縦３ｃｍ×横３ｃｍ）

　　　⑻　受験票送付用封筒（440円分の切手を貼付したもの）
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　　　⑼　在留カードの写し（両面）

　　　⑽　指導希望教員の推薦書

　　　※１　証明書については原本とするが、本学研究生出願時に提出している場合コピーしたものでよい。

　　　※２　推薦書が日本語以外の言語で記されているものについては、日本語の訳文を添付すること。

　　【出願における注意事項】

　　　一旦提出した書類等は、理由の如何にかかわらず返還しない。

５．入 学 検 定 料 	

　入学検定料３０,０００円は、募集要項に綴り込まれている振込用紙に必要事項を記入し、切り離して最寄りの銀行

に「電信扱い」で振り込むこと。（指定銀行の北洋銀行本支店からの振込手数料は無料ですが、他の金融機関から

振込みの場合、振込手数料が有料となるので、各窓口で確認してください。）

＊　入学検定料を振り込む際は、必ず入学願書を持参し、振込用紙及び入学願書の領収印（取扱銀行出納印）①

　～④がすべて押印されているか確認すること。

６．出　願　場　所	

　　北海学園大学経営学部事務室

　　〒０６２－８６０５　札幌市豊平区旭町４丁目１番４０号　☎０１１－８４１－１１６１（内線２４０１）

７．選　抜　方　法	

　⑴　選考は筆記試験・口述試験・研究計画書等による。

　⑵　試験の結果によっては、募集人員に達しない場合であっても入学を許可しないことがある。

８．試験日・試験会場

　 　 第　Ⅰ　期 第　Ⅱ　期

試 験 日 ２０25年１０月４日（土） ２０26年２月14日（土）

試 験 会 場 北海学園大学（豊平キャンパス）

　　　＊自家用車による来校は固く禁ずる。公共交通機関を利用すること。

９．その他（既修得単位と在学期間短縮の認定について）

　本研究科に入学する前に大学院で修得した単位がある場合、その講義内容や単位数、単位修得に要した期間等を勘

案し、本研究科の修士課程の一部を履修したものと認め、１年を超えない範囲で本研究科が定める期間在学したもの

とみなすことがあります。

　出願期間前に審査を必要とすることから、審査を希望される場合は、以下の書類を各受付期間までに経営学研究科

事務室へ提出してください。

［必要書類］

　①成績証明書

　②シラバス（写）※認定を希望する科目の講義内容（履修時）が記載されているページ
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［受付期間］

　第Ⅰ期　受付期間：2025年７月22日（火）まで

　第Ⅱ期　受付期間：2025年12月８日（月）まで

１0．試験科目・時間

【学内推薦選抜】

科　　目（満点） 時　　　間 内　　　　　　　　　容

口述試験� （30点） 10：30 〜 研究計画、進路等を中心に面接

【一般選抜】

科　　目（満点） 時　　　間 内　　　　　　　　　容

筆記試験
　専門科目�（200点）

10：30〜 11：50
１.共通専門科目＊

２.指導希望教授担当科目

口述試験� （30点） 13：00〜 筆記試験、研究計画、進路等を中心に面接

　　　＊出願時に、組織経営、組織情報、組織心理に関する分野から一つ選択。

　　外国人留学生の場合

科　　目（満点） 時　　　間 内　　　　　　　　　容

筆記試験
　専門科目＊1�（200点）

10：30〜 11：50
１.共通専門科目＊2

２.指導希望教授担当科目

口述試験� （20点） 13：00〜 会話力、研究計画等を中心に面接

　　　＊１　日本語辞書の持ち込みは可、電子辞書の持ち込みは不可。

　　　＊２　出願時に、組織経営、組織情報、組織心理に関する分野から一つ選択。

【社会人特例選抜】

科　　目（満点） 時　　　間 内　　　　　　　　　容

筆記試験
　専門科目�（200点）

10：30〜 11：50
１.共通専門科目＊

２.指導希望教授担当科目

口述試験� （50点） 13：00〜 研究計画等を中心に面接

　　　＊出願時に、組織経営、組織情報、組織心理に関する分野から一つ選択。

　　外国人の場合

科　　目（満点） 時　　　間 内　　　　　　　　　容

筆記試験
　専門科目＊1�（200点）

10：30〜 11：50
１.共通専門科目＊2

２.指導希望教授担当科目

口述試験� （20点） 13：00〜 会話力、研究計画等を中心に面接

　　　＊１　日本語辞書の持ち込みは可、電子辞書の持ち込みは不可。

　　　＊２　出願時に、組織経営、組織情報、組織心理に関する分野から一つ選択。
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１1．合否判定の判定および基準

区　　分

学内推薦選抜
書類審査（研究計画書を含む）及び口述試験の結果を多面的・総合的に評価・判
定する。

一般選抜 書類審査（研究計画書を含む）及び筆記試験と口述試験の結果を多面的・総合的
に評価・判定する。社会人特例選抜

　　⑴	「書類審査」においては、出願書類に含まれる「志望理由書」と「研究計画書」を中心として、修士課程に

　　　おける学修の素養を確認する。

　　⑵	「筆記試験」においては、専攻する専門科目に関する能力・知識を問う。

　　⑶	「口述試験」においては、出願書類に含まれる「研究計画書」に記された研究計画が標準修業年限（長期履

　　　修希望者においては３年）で達成可能かどうかについて、研究計画の内容、専門分野に関する知識のほか、　

　　　論理性、発想、問題関心、意欲、態度をはじめとする全般的な学修研究能力の観点から評価する。また、外

　　　国人留学生については日本語能力も問う。

１2．合　格　発　表

　　第 Ⅰ 期　２０25年１1月７日（金）　正午

　　第 Ⅱ 期　２０26年３月３日（火）　正午

　　　合格者は、北海学園大学経営学部掲示板に掲示する。また、合格者には合格通知書および入学手続書類を

　　郵送する。

　　　不合格者には、試験結果通知書を郵送する。

　　（電話での問い合わせには応じない）

１3．入　学　手　続	

　　２０26年３月10日（火）　正午まで

　　合格者は期日までに次の書類に学費を添えて手続きを完了のこと。

　　⑴　事　項　届（所定用紙）

　　⑵　学生カード（所定用紙）

　　⑶　卒業証明書（卒業見込みで受験した者のみ）

　　⑷　成績証明書（卒業見込みで受験した者のみ）

　　⑸　写 真 ２ 枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの　縦４cm×横３cm）

　　⑹　学費等振込後の「払込票（兼受領証）」の写し

　　〈以下外国人留学生・外国人のみ〉

　　⑺　誓　約　書

　　⑻　在留カードの写し（両面）

　　⑼　パスポートの写し（顔写真の部分及び在留資格・期限がわかるビザの部分）

　　⑽　学費支弁者の預金残高証明書及び預金通帳写し等当該預金の入出金の経緯が明らかになるもの

　　⑾　上記の資金形成に至る過去３年間の収入に関する資料（年ごと）

　　⑿　学費支弁者の在職証明書（または法人登記簿）、収入を明らかにする資料及び受験生との関係を証明す

　　　る資料

　　＊　ただし第１次手続として、第Ⅰ期合格者は２０25年１１月22日（土）までに入学金を納入しなければならな

　　　い。
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　在留カードの写しの提出

　　外国人留学生・外国人の場合

　　　⑴　入学手続が完了した者には、本学から入学許可書を発行する。入学許可書を発行された者は、入国管

　　　　理局で在留資格「留学」の延長手続を行い、在留カードの交付・更新を受けること。

　　　⑵　在留資格「留学」の延長手続を終えた者は、在留カードの写し（両面）を、経営学部事務室に提出す

　　　　ること。

　　　⑶　在留カードの写しの提出期限は、入学年の４月１０日とする。

　　　※１　社会人特例選抜及び社会人特例特別推薦選抜で入学を希望する方は「大学院入学者選抜要項」の「出

　　　　　願資格」を参照してください。

　　　※２　留学ビザを取得していない受験者は、大学院合格後のビザ取得に時間がかかり、入学の条件を満た

　　　　　せない場合が多いので、本学経営学部研究生や大学に入学するなど、事前にビザを取得した後での受

　　　　　験が望ましい。なお、本大学経営学部に研究生として入学を希望する者は、「経営学部研究生募集要項」

　　　　　を参照してください。

１4．そ　　の　　他	

〈合理的配慮の提供について〉

相談窓口
　経営学研究科事務室　【メール】kyomu-ei〇hgu.jp　（〇を@に変えてください）
　　　　　　　　　　　【お電話】０１１－８４１－１１６１㈹　経営学研究科 事務担当（内線2401）

事前相談や配慮申請方法
　病気·負傷や障害等のために、受験時や入学後の学修に際して配慮を希望する方は、出願１か月前を目安に、
必ず経営学研究科事務室までご相談ください。このような状態以外（例：ジェンダーに関する配慮等）につい
ても、同様にご相談ください。なお、希望する内容によっては、診断書などの提出が必要になり、場合により
面談を行いますが、配慮を行えないこともあります。
　ご相談内容や提出された書類は、経営学研究科事務室と関連部署間で共有し、受験上の配慮や入学後の配慮
のために活用いたします。また、出願時および入学手続き書類等における個人情報の取扱いに準じて処理し、
管理いたします。
　なお、過去の配慮事例には次のようなものがあります。受験者の状況等により、配慮内容は異なります。

受験上の配慮の一般的な例
　・車いす使用での受験可能座席の確保　　　　・時間延長
　・試験中の投薬　　　　　　　　　　　　　　・付き添い者の控室
　・別室受験または個室受験　　　　　　　　　・特製専用机の持込
　・試験室内での希望座席　　　　　　　　　　・自家用車での入構
　・補聴器の使用　　　　　　　　　　　　　　・指定マイクの使用
　・試験中の水分補給　　　　　　　　　　　　・休憩時の介助者入室
　・試験時口頭説明内容の文書配布　　　　　　・試験室内への医療器具の持込
　・拡大機の持込、 問題·解答用紙の拡大
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〈北海学園大学大学院内部進学者授業料減額制度〉
　大学院進学を希望している本学の学生に対し、経済的支援を行うことで進学の後押しをすることを目的
として、授業料の減額をする制度となります。
１　対象者
　　北海学園大学及び北海商科大学を卒業し、本学大学院修士課程に入学した者となります。
　　※大学院学則第25条による特例学生（社会人特例）を除きます。
２　減額率
　　授業料（年額）および教育充実費の50％となります（実験実習費は対象外）。
３　減額期間
　　入学から修了までの期間のうち２年間分（授業料納期４期分）が減額対象期間となります。
　　ただし、修了延期や休学などで標準修業年限を超過して在学する期間は授業料減額となりません。
４　その他
　　減額の措置を受けた者は、北海学園奨学生規程及び北海学園大学同窓会奨学支援規程に定める奨学金
を受給することができませんのでご注意ください。

◆　申請書は巻末にあります。

〈日本学生支援機構奨学金（貸与）大学院修士段階における「授業料後払い制度」〉
　2024年度から大学院修士課程を対象とした「授業料後払い制度」（以下、「後払い制度」）が導入されるこ
とになりました。
　後払い制度は、授業料として年間776,000円（私立）を上限に日本学生支援機構（以下、「JASSO」）が立
て替え、大学院修了後にJASSOへ「後払い」（返還）するものです。後払い制度は最大で２年間（最短修業
年限）受けることができます。
　制度の詳細は出願時に研究科事務室にお問合せください。

〈北海学園大学同窓会第１種奨学金（給付）〉
　北海学園大学同窓会奨学支援規程第６条に基づき、本学の建学の精神と、各研究科が掲げる理念の実践
者として広く社会と母校の発展に貢献できる大学院生（修士課程）に対し、年額120,000円を給付します。
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１．募　集　人　員	

　研　究　科　 博士（後期）課程 定　員

経営学研究科 経 営 学 専 攻 ＊３名

　　　＊　社会人特例選抜を含む

２．出　願　資　格	

［一般選抜］
　　⑴修士の学位を有する者及び２０26年３月取得見込みの者

　　⑵外国の大学において、前号と同等又は同等以上の学力を有する者

　　⑶文部科学大臣の指定した者

　　⑷その他本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

［社会人特例選抜］注１

　２０26年４月において定まった職業（正社員）を有する者（自営業従事者を含む）又は定年退職者・主婦・そ

の他豊富な社会経験を有する者注２で、下記の⑴～⑷のいずれかに該当する者

　　⑴修士の学位を有する者及び２０26年３月取得見込みの者

　　⑵外国の大学において、前号と同等又は同等以上の学力を有する者

　　⑶文部科学大臣の指定した者

　　⑷その他本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　　注１）職業を有している等の理由により、長期履修（５年）による教育課程を希望する場合、入学願書の所

　　　　定欄に記載のこと。

　　注２）出願資格の有無についての問い合わせは、出願する前に経営学部事務室までお願いいたします。場合

　　　　によっては、事前の申請に基づき、協議させていただくことがあります。

３．出　願　期　間

受 付 開 始 日 受 付 締 切 日

２０26年１月８日（木） ２０26年１月15日（木）

　　　窓口受付時間　平　日　午前９時から午後４時まで（午後０時４０分～午後１時４０分は除く）

	 　　　　　　土　曜　午前９時から正午まで

　　　＊郵送出願の場合は、「書留」とし、受付締切日まで到着するよう郵送すること。

　　　

４．出　願　書　類

　出願者は、次の書類を一括し、事項５の要領で入学検定料を振り込みの上、提出すること。

　　⑴	 入 学 願 書（本学所定の用紙）

　　⑵	 受　験　票（本学所定の用紙）

　　⑶　志望理由書（本学所定の用紙または本学所定のExcelファイル）

選 抜 要 項
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　　⑷　研究計画書（本学所定の用紙または本学所定のExcelファイル）

　　※　研究計画書は、修業年限（標準修業年限３年、長期履修５年）に対応した研究計画を記載すること。

　　⑸　修士論文の写しまたはこれに代わる公表された論文

　　⑹　⑸で提出した論文の要旨（４０００字以内）

　　⑺　修了証明書または修了見込証明書

　　⑻　最終出身学校の成績証明書

　　⑼　写 真 ２ 枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの縦３cm×横３cm）

　　⑽　受験票送付用封筒（440円分の切手を貼付したもの）

　　※　出願手続について以下の事項に注意すること。

　　　イ　「研究計画書」の作成にあたっては事前指導を行うので、出願する前に申し出ること。なお、入学後

　　　　の指導教授については入学時に指導体制を勘案の上、調整して決定する。

　　　ロ　「志望理由書」は具体的に記入すること。

　　　ハ　なお、⑸において「これに代わる公表された研究論文」を提出する場合は、事前に審査するため、２０25

　　　　年１２月15日（月）までに申請し、出願許可を受けることとする。

　外国人受験者のみ提出

　　⑾　在留カードの写し（両面）

　　※１　証明書については原本とするが、本学大学院修士課程出願時に提出している場合コピーしたものでよい。

　　※２　留学ビザを取得していない受験生は、合格後のビザ取得に時間がかかり、入学の条件を満たせない場

　　　　合が多いので、できるだけビザ取得後での受験が望ましい。

　　【出願における注意事項】

　　　一旦提出した書類等は、理由の如何にかかわらず返還しない。

　　　障がいなどのために、受験時や入学後の学修に際して特別な配慮を必要とするものは、出願に先立ち、

　　　経営学研究科事務室に必ず相談すること。

５．入 学 検 定 料 	

　入学検定料30,000円は、募集要項に綴り込まれている振込用紙に必要事項を記入し、切り離して最寄の銀行

に「電信扱い」で振り込むこと（指定銀行の北洋銀行本支店からの振込手数料は無料ですが、他の金融機関か

ら振り込みの場合、振込手数料が有料となるので、各窓口で確認してください）。

　※　入学検定料を振り込む際は、必ず入学願書を持参し、振込用紙及び入学願書の領収印（取扱銀行出納印）

　　①～④がすべて押印されているか確認すること。

６．出　願　場　所	

　　北海学園大学経営学部事務室

　　〒０６２-８６０５　札幌市豊平区旭町４丁目１番４０号

　　TEL０１１－８４１－１１６１㈹（内線 ２４０１）

７．選　抜　方　法	

　出願時に修士論文、またはこれに代わる公表された研究論文並びに「研究計画書」の提出を求め、筆記試験

及び口述試験によって総合的に合否を決定する。

８．試験日・試験会場

試 験 日 2026年２月14日（土）

試 験 会 場 北海学園大学（豊平キャンパス）

　　　＊　自家用車による来校は固く禁ずる。公共交通機関を利用すること。
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９．試験科目・時間

科 目 時　　間 内　　容

筆記試験
　　　　英　語

13：00 〜 14：30

外国人受験者の場合も原則としては英語とする。ただ
し、英語を母語とする場合は日本語以外の外国語とす
るが、事前に協議するものとする。
英和辞典の持ち込みは可、電子辞書の持ち込みは不可。

口 述 試 験 15：00 〜 提出された論文・研究計画等を中心に、プレゼンテー
ション（３０分程度）及び質疑応答。

　　　＊　外国人受験者は、日本語辞書の持ち込みは可、電子辞書の持ち込みは不可。

１0．合否判定の判定および基準

区　　分

一般選抜 書類審査（研究計画書を含む）及び筆記試験と口述試験の結果を多面的・総合的
に評価・判定する。社会人特例選抜

　　⑴　「書類審査」においては、出願書類に含まれる「修士論文（相当する論文等）」ならびに「志望理由書」と「研

　　　究計画書」を中心として、博士（後期）課程における学修の素養を確認する。

　　⑵　「筆記試験」においては、英語に関する能力・知識を問う。

　　⑶　「口述試験」においては、出願書類に含まれる「研究計画書」に記された研究計画が標準修業年限（長期履

　　　修希望者においては５年）で達成可能かどうかについて、研究計画の内容、専門分野に関する知識のほか、　

　　　論理性、発想、問題関心、意欲、態度をはじめとする全般的な学修研究能力の観点から評価する。また、外

　　　国人留学生については日本語能力も問う。

１1．合　格　発　表	

　　２０26年３月３日（火）　正午

　　　合格者は、北海学園大学経営学部掲示板に掲示する。また、合格者には合格通知書および入学手続書類を

　　郵送する。

　　　不合格者には、試験結果通知書を郵送する。

　　（電話での問い合せには応じない）

１2．入　学　手　続

　　２０26年３月10日（火）正午まで

　　合格者は期日までに次の書類に学費を添えて手続きを完了のこと。

　　⑴　事　項　届（所定用紙）

　　⑵　学生カード（所定用紙）

　　⑶　修了証明書（修了見込みで受験した者のみ）

　　⑷　成績証明書（修了見込みで受験した者のみ）

　　⑸　写 真 ２ 枚（最近３か月以内に撮影した正面半身脱帽のもの　縦４cm×横３cm）

　　⑹　学費等振込後の「払込票（兼受領証）」の写し

　　〈以下外国人受験者のみ〉

　　⑺　誓　約　書

　　⑻　在留カードの写し（両面）

　　⑼　パスポートの写し（顔写真の部分及び在留資格・期限がわかるビザの部分）

17



１3．そ　　の　　他	

〈合理的配慮の提供について〉

相談窓口
　経営学研究科事務室　【メール】kyomu-ei〇hgu.jp　（〇を@に変えてください）
　　　　　　　　　　　【お電話】０１１－８４１－１１６１㈹　経営学研究科 事務担当（内線2401）

事前相談や配慮申請方法
　病気·負傷や障害等のために、受験時や入学後の学修に際して配慮を希望する方は、出願１か月前を目安に、
必ず経営学研究科事務室までご相談ください。このような状態以外（例：ジェンダーに関する配慮等）につい
ても、同様にご相談ください。なお、希望する内容によっては、診断書などの提出が必要になり、場合により
面談を行いますが、配慮を行えないこともあります。
　ご相談内容や提出された書類は、経営学研究科事務室と関連部署間で共有し、受験上の配慮や入学後の配慮
のために活用いたします。また、出願時および入学手続き書類等における個人情報の取扱いに準じて処理し、
管理いたします。
　なお、過去の配慮事例には次のようなものがあります。受験者の状況等により、配慮内容は異なります。

受験上の配慮の一般的な例
　・車いす使用での受験可能座席の確保　　　　・時間延長
　・試験中の投薬　　　　　　　　　　　　　　・付き添い者の控室
　・別室受験または個室受験　　　　　　　　　・特製専用机の持込
　・試験室内での希望座席　　　　　　　　　　・自家用車での入構
　・補聴器の使用　　　　　　　　　　　　　　・指定マイクの使用
　・試験中の水分補給　　　　　　　　　　　　・休憩時の介助者入室
　・試験時口頭説明内容の文書配布　　　　　　・試験室内への医療器具の持込
　・拡大機の持込、 問題·解答用紙の拡大

　　⑽　学費支弁者の預金残高証明書及び預金通帳写し等当該預金の入出金の経緯が明らかになるもの

　　⑾　上記の資金形成に至る過去３年間の収入に関する資料（年ごと）

　　⑿　学費支弁者の在職証明書（または法人登記簿）、収入を明らかにする資料及び受験生との関係を証明す

　　　　る資料

　在留カードの写しの提出

　　⑴　入学手続が完了した者には、本学から入学許可書を発行する。入学許可書を発行された者は、入国管理

　　　局で在留資格「留学」の延長手続を行い、在留カードの交付・更新を受けること。

　　⑵　在留資格「留学」の延長手続を終えた者は、在留カードの写し（両面）を、経営学部事務室に提出する

　　　こと。

　　⑶　在留カードの写し提出期限は、入学年の４月１０日とする。

　　＊　社会人特例選抜で入学を希望する方は「大学院入学者選抜要項」の「出願資格」を参照してください。
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